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詳細はこれから作っていきますが、

あらましは以下のとおりです。 

 

と き＊’０６年５月２８日（日） 

行き先＊岡山市笠井山山頂公園 

参加費＊千円（予定） 

参加資格は問いませんが、事前の

申し込みが必要です。 

集 合＊津山線 備前原駅前１０時 

（ここまでは自転車でも電車でも、 

自由に） 

（自転車で参加の人は、岡山大学 

図書館前に９時半集合） 

（電車で参加の人は、岡山駅発９時

４０分 備前原駅着９時４９分着） 

（自動車でも、山頂近くへ行けます） 

雨天のときは＊京山公民館 和室で  

参加費は五百円 

 

主催：日中友好協会岡山支部 

       青年部 

青年部員募集！ 

笠
井
山
へ 

ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画 

春
光
を
楽
し
む 

 

日
中
青
年
の
集
い
in
二
〇
〇
六 

 

 

日
中
の
青
年
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
ろ
い
ろ

な
形
の
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
旭
川
河
畔
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
青
年
た
ち
に
日
本
の
民

族
衣
装
・
和
服
を
着
せ
て
後
楽
園
の
散
策
を
し
た

り
、
小
さ
い
会
で
は
蛍
の
見
物
に
出
か
け
た
り
な

ど
、
豊
か
さ
の
あ
ふ
れ
る
岡
山
の
明
媚
な
風
光
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
も
つ
く
り
、
交
流
の
き
っ
か
け

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
春
も
、
ハ
イ
ク
を
計
画
。
山
頂
公
園
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
す
。 

笠
井
山
は
、
岡
山
の
市
街
地
が
一
望
で
き
、
遠

く
は
瀬
戸
内
海
を
望
め
る
と
こ
ろ
で
す
。 

緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
春
光
の
下
で
、
気
軽
に
知

り
合
う
機
会
を
つ
く
り
、
こ
れ
か
ら
も
岡
山
で
日

本
と
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
る
活
動
を
展
開
し
て

い
く
た
め
の
つ
ど
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
歌
や
ゲ
ー
ム

や
ト
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
力
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
時

間
を
つ
く
り
ま
す
。 

温温温かかかいいい人人人たたたちちちののの輪輪輪   

須須須田田田さささんんんををを送送送るるる宴宴宴   

 

須
田
さ
ん
を
送
る
宴
は
、
暖
か
い
人
た
ち
の

輪
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
心
の
温
ま
る
会
で
し
た
。 

協
会
岡
山
支
部
の
理
事
た
ち
は
も
と
よ
り
、

「
帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」
講
師
の
皆

さ
ん
、
中
国
語
講
座
の
講
師
・
受
講
生
の
皆
さ

ん
が
集
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
川
崎
医
療

福
祉
大
の
姜
先
生
、
中
国
の
茶
芸
師
の
劉
英
姿

さ
ん
、
山
陽
新
聞
解
説
委
員
の
瀬
尾
由
紀
子

さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

出
席
者
２１
人
全
員
が
、
彼
女
の
姿
と
そ
の
か

か
わ
り
を
語
り
、
今
の
協
会
の
活
動
を
浮
き
彫

り
に
も
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
彼
女
が
果
た
し

た
活
動
へ
の
賛
辞
が
た
く
さ
ん
語
ら
れ
ま
し
た
。 

中
国
語
講
座
最
高
の
「
研
究
ク
ラ
ス
」
に
い

て
、
そ
の
高
い
中
国
語
の
実
力
で
講
座
運
営
に

か
か
わ
っ
て
く
れ
た
こ

と
。
帰
国
者
の
日
本

語
教
室
の
講
師
と
し

て
、
彼
ら
に
慕
わ
れ

た
彼
女
の
姿
も
は
っ

き
り
し
ま
し
た
。 

異
口
同
音
に
、
去

り
行
く
須
田
さ
ん
を

惜
し
む
こ
と
ば
が
、

語
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
は
み
な
、

多
彩
な
活
動
を
展

開
し
て
く
れ
た
彼
女

の
人
柄
あ
っ
て
こ
そ
の

こ
と
で
す
。 

 

宴
の
終
わ
り
に
は

声
を
合
わ
せ
て
、
別

れ
の
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
彼
女
の
大
好
き

な
「
春
の
唄
」
や
「
と

も
だ
ち
」
を
歌
い
、
名

残

を
惜

し
み
ま
し

た
。 

 

１５
日
、
須
田
夫
妻

は
岡
山
を
去
り
ま
し

た
。
涙
雨
の
日
で
し
た
。 

（
４
月
１３
日
、
野
菜
食
堂
「
こ
や
ま
」
） 

 

南
京
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 

理
事 

難
波
恵
司 

岡
山
で
、
初
め
て
中
国
語
講
座
で

お
会
い
し
た
日
の
衝
撃
を
、
今
で
も

よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

非
留
学
経
験
者
で
あ
り
な
が
ら
、

私
よ
り
は
る
か
に
う
ま
い
中
国
語

の
発
音
で
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
時
は
、
中
国
北
方
留
学
長
期

経
験
者
で
は
と
、
疑
っ
た
ほ
ど
で
す

よ
。 今

後
と
も
、
場
所
は
変
わ
っ
て
も

ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
日
本
人

に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
南
京

の
生
活
事
情
等
を
送
信
で
き
ま
す

し
、
南
京
滞
在
気
分
を
満
喫
さ
せ
て

い
き
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
南
京
に
も
大
阪
情
報
を
送

っ
て
く
れ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。 

 
xia c

i jian
!  

 

日本語教室の送別会 

第２回青年交流会より 

須田さん長い間ありがとう！ お便りくださいね! お元気で！ 

巧をたたえて支部からお餞別！ 



 

は
、
勤
務
場
所
が
近
い
夫
に
任
せ
て
い

る
。
早
く
帰
宅
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま

だ
が
、
ど
う
し
て
も
終
わ
ら
せ
な
い
と

い
け
な
い
仕
事
が
あ
る
。
李
明
さ
ん
は

近
々
家
政
婦
を
雇
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
い
、
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
る
。
こ
れ
は

ど
の
国
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。 

中
国
で
は
女
性
の
常
勤
勤
務
率
が

90
％
と
高
水
準
で
あ
る
。
若
年
層
の

家
族
構
成
は
ほ
と
ん
ど
夫
婦
と
一
人

っ
子
で
あ
る
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

の
問
題
を
乗
り
越
え
よ
う
と
あ
の
手

こ
の
手
が
試
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
祖
父

母
の
育
児
参
加
が
38
％
あ
る
。
つ
ま

り
定
年
し
た
祖
父
母
が
子
育
て
を
し

て
い
る
母
親
の
味
方
に
な
る
の
だ
。
次

は
女
性
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
家
政
婦

と
し
て
都
会
の
裕
福
層
の
育
児
や
家

事
の
手
伝
い
を
す
る
の
だ
。
相
場
は
月

に
五
～
六
百
元
（
５
０
０
０
円
程
度
）

ろ
に
あ
る
。
内
陸
部
の
農
村
か
ら
女

性
を
募
集
し
て
、
授
業
料
免
除
、
食

事
代
、
宿
泊
費
無
料
で
二
ヵ
月
ほ
ど

訓
練
を
受
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

農
村
と
都
会
の
生
活
環
境
が
違
う

の
で
、
入
学
し
て
き
た
人
々
に
家
事

（
料
理
作
り
、
洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
か

け
）
、
育
児
（
赤
ん
坊
の
世
話
か
ら
、
保

育
園
や
小
学
校
の
送
り
迎
え
ま
で
）
の

方
法
を
覚
え
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
業
は
婦
人
連
（
中
央
政
府
に

所
属
す
る
婦
人
連
合
会
）
の
後
援
を

受
け
、
女
性
団
体
や
国
内
外
の
企
業

の
資
金
支
援
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
婦
人
連
合
会
と
は
、
女
性
や
児

童
の
権
利
を
守
り
、
家
庭
内
で
の
い
ざ

こ
ざ
を
仲
裁
し
、
子
ど
も
の
健
全
な

発
達
を
図
り
、
女
性
の
自
立
を
促
進

す
る
組
織
で
あ
る
。 

北
京
市
の
家
政
婦
養
成
学
校
で
訓

姜姜姜
波波波
先先先
生生生
ににに
よよよ
るるる
中中中
国国国
事事事
情情情   

②②②   

女女女
性性性
ののの
自自自
立立立
ととと
子子子
育育育
ててて 

練
を
受
け
て
い
る
蘭
蘭
（
18
歳
）
は

河
北
省
の
農
村
か
ら
出
て
来
た
。 

北
京
に
来
る
前
は
お
金
が
な
い
と

い
う
理
由
で
小
学
校
を
卒
業
後
、
農

作
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。 

家
政
婦
養
成
学
校
に
応
募
し
た

の
は
現
金
収
入
が
ほ
し
か
っ
た
か
ら

だ
と
い
う
。
「
都
会
で
何
年
か
働
い
て

お
金
を
た
め
、
将
来
故
郷
に
帰
っ
て

小
さ
な
お
店
を
持
ち
た
い
」
と
彼
女

 
 

岡
山
市
江
崎
一
六
九
―
六 

 

小
林
軍
治
方 

電:

〇
八
六
―
二
七
七
―
二
四
七
〇 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

 

５
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
々

で
す
。 

  

 

携
帯
電
話
が
ま
た
鳴
っ
た
。
番
号
を

確
認
す
る
と
子
守
を
し
て
い
た
夫
か

ら
の
も
の
だ
。
今
晩
は
こ
れ
で
二
度
目

だ
。
「
ま
だ
会
社
な
の
か
？
い
い
加
減

に
し
な
さ
い
、
す
ぐ
帰
る
と
言
い
な
が

ら
…
…
」
夫
の
小
言
と
傍
に
い
る
泣

き
叫
ぶ
長
女
の
声
が
耳
元
で
響
く
。 

「
明
日
報
告
会
が
あ
る
。
今
日
は
ど

う
し
て
も
報
告
書
を
仕
上
げ
し
な
き

ゃ
い
け
な
い
の
…
…
」
。
「
い
つ
も
こ
ん

な
時
間
じ
ゃ
な
い
か
」
。
「
私
も
好
き

で
こ
ん
な
時
間
ま
で
…
」
と
李
明
は
声

を
詰
ま
ら
せ
る
。 

あ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
ン
グ
会
社

に
勤
務
し
て
い
る
李
さ
ん
は
、
生
後
３

ヶ
月
で
長
女
を
保
育
所
に
預
け
、
職

場
復
帰
し
た
。
李
さ
ん
は
家
か
ら
会

社
ま
で
片
道
１
時
間
半
か
か
る
上
、

調
査
・
試
案
・
打
ち
合
わ
せ
・
結
果
報

告
な
ど
、
仕
事
の
都
合
で
帰
宅
時
間

が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。 

そ
の
た
め
子
ど
も
の
送
り
迎
え

で
、
割
と
収
入
が
よ

く
て
住
宅
条
件
も
い

い
家

庭

で
は
雇

え

る
。
李
さ
ん
の
よ
う

に
保
育
園
を
利
用
す

る
家
庭
が
多
数
を
占

め
る
。 

大
都
会
で
は
家
政

婦
の
需
要
が
多
い
こ

と
を
背

景

に
、
北

京
、
上
海
、
広
州
、

大
連
な
ど
の
大
都
会

で
は
、
民
間
の
家
政

婦
養
成
学
校
が
多
く

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
家
政
婦
養
成
学

校
の
主
旨
は
、
都
会

と
農
村
の
女
性
の
自

立
を
支
援
す
る
と
こ

 

小林 

澤山 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

 

 

 
 
 

 

こ
れ
か
ら
の
活
動 

＊
５
月
２０

～

２１

（
日
） 

第
５５
回
日
中
友
好
協
会
全
国
大
会 

＊
５
月
２４
日
（
水
） 

残
留
孤
児
訴
訟 

 

第
１０
回
口
頭
弁
論 

 

（
岡
山
地
裁
） 

＊
５
月
２８
日
（
日
） 

 

第
５
回
日
中
青
年
交
流
会 

笠
井
山
ハ
イ
ク 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

＊
６
月
１１
日
（
日
） 

日
中
友
好
協
会
協
会
岡
山
支
部 

 

新
年
度
総
会 

（
コ
ム
コ
ム
・
ホ
ー
ル
） 

＊
６
月
２４
日
（
土
） 

姜
波
氏
講
演
会 

男
女
共
同
参
画
協
同
事
業
協
賛 

第
７７
回
文
化
講
座 

「
日
本
と
中
国
の
子
育
て
」 

（
さ
ん
か
く
岡
山
） 

＊
７
月
５
日
（
水
） 

残
留
孤
児
訴
訟 

第
１１
回
口
頭
弁
論 

（
岡
山
地
裁
） 

 

二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
（
土
）
長
岡

日
本
語
教
室
の
土
曜
日
講
座
が
、
県

営
住
宅
の
集
会
所
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
教
室
は
、
午
前
の
部
（
十
時
～

十
二
時
）
と
夕
方
の
部
（
（
五
時
三
十

分
～
七
時
三
十
分
）
の
二
回
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

午
前
の
部
の
中
級
（
一
年
以
上
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
人
）
を
岩
間
講

師
、
初
級
（
日
本
語
を
学
び
始
め
て
三

ヵ
月
以
内
の
人
）
を
赤
木
講
師
が
、
担

当
し
て
い
ま
す
。 

中
級
は
、
「
み
ん
な
の
日
本
語
」
、
初

級
は
手
作
り
の
教
材
を
テ
キ
ス
ト
に
使

っ
て
い
ま
す
。
夕
方
の
部
は
、
小
林
講

師
が
漢
字
検
定
問
題
集
を
テ
キ
ス
ト

に
、
若
い
人
々
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
は
、
次
の
二
つ
の
理
由

か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

長
岡
日
本
語
教
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
曜
日
講
座
始
ま
る 

 

一
つ
は
、
高
島
の
土
曜
日
の
夜
（
六

時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
）
の
講
座

が
、
講
師
の
都
合
と
受
講
者
の
減
少

に
よ
り
、
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
で
す
。 

 

二
つ
に
は
、
長
岡
地
区
の
働
き
出
し

た
若
い
人
が
参
加
で
き
る
曜
日
、
時
間

帯
及
び
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
を
～
と
の

要
望
に
応
え
る
た
め
で
す
。 

 
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
講

師
、
受
講
者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

内
容
を
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
語
教
室
は
、
講
師
と
受
講
者

の
一
対
一
が
理
想
で
す
。 

現
在
で
は
講
師
の
数
が
足
り
ま
せ

ん
。
特
に
高
島
水
曜
日
夜
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

は
抱
負
を
語
っ
た
。 

農
村
の
女
性
は
農
作
業
や
家
事
手

伝
い
が
主
流
で
、
現
金
収
入
が
決
し
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
家
政
婦
養

成
制
度
は
、
都
会
女
性
の
育
児
の
助

け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
蘭
蘭
の
よ
う

に
自
立
し
よ
う
と
す
る
農
村
女
性
の

助
け
と
も
な
る
の
だ
。 

 
 

（
川
崎
医
療
福
祉
大
学
教
授 

･

社
会
学
） 

輝
け 

日
本
国
憲
法
！
集
会 

 
 

講
演
＊
「
安
保
と
９
条
：
在
日
米
軍
再
編
協
議
と
は
何
か
」 

 
 

我
部 

政
明
さ
ん 

 
 

ラ
イ
ブ
＊
「
権
力
者
の
無
能
を
笑
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
崎 

菊
也
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

と
き
＊
２
０
０
６
年
５
月
３
日 

（
水
） 

１３
時
半 

 
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
＊
三
木
記
念
ホ
ー
ル 

（
古
京
町
１
の
１
の
１
０ 

 
 

 
 

 
 

参
加
費
＊
前
売
り 

千
円 

 

当
日
千
２
百
円 

深圳市家政婦養成学校の学生たちの記念写真 


